




















































佐 野 央 -
⊂I
適当な条件下にある電解質溶液中に,直径数百-数千Aの単一種類の高分子荷電粒を分散さ
せると iridescenceと呼ばれるオパールの様な虹彩を示すことが知られている｡ この粒子はラ
テックスと呼ばれ,表面電荷は103-105eのものが多い｡この現象は分光学的研究により,
粒子が fcc格子を組んでいる事による可視光のBragg反射であると結論されたが,その理論は
未だ確立していない｡
ラテックス粒子の虹彩は,初めコロイ ド物理の立場からDl｣VO理論によって説明されると
思われていたが,ラテックスに対してこの理論は, vanderWaals力が小さく溶液の濃度が低
い事より十斥力が大きくなり,粒子間の引力を導出できなかったOそこで蓮氏はラテツ.クズの秩
序化が Kirkwood-Alder転移による′ものであると考え,その相転移や秩序 ･無秩序共存状態な
どに対して説明を行った｡しかし,実際の秩序相において全く引力が作用していないとは考え
にくく,実験でも最近の伊勢氏の研究によれば,秩序状態における粒子間距離は許され得る最
大の距離より小さく,凝集している事がわかった｡
そこで本研究ではラテックスに格子を組ませた状態でイオン分布を求め,その系のエネルギ
ーを計算した｡､ラテックス粒子を金属原子核,イオンを電子と見れば,金属中の原子系と極め
て似た関係にある事がわかる｡これより電子論で使用されている手法を用いて,秩序相におけ
る格子間距離と系のエネルギーの関係を求めた｡その結果,秩序相では粒子間に引力が存在す
る事がわかり,ラテックスの秩序形成を説明する事に成功した｡
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